
2026/5/24

1

農産品輸出の現場から見た実態と課題

釧路公立大学 曽我ゼミ
喜田眞人柴田麗奈菅原梨花

—制度と国際マーケティングの視点から—

日本の農業の現状

生産者の高齢化、
担い手不足
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農林水産省（2024）

2030年までに輸
出額５兆円目標

実際の現場での課題

輸送保管の

高コスト問題

国ごとに異なる

検疫、農薬基準
各産地の対応の差
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分析の目的と流れ

①先行研究の整理

②JA帯広かわにしへのヒアリング

③結果をもとに課題を分析

目的:先行研究と現場の実態を比較し、農産品輸出の課題を
より具体的に明らかにする

生産 制度物流

農産品輸出の三重の壁

自然資源依存度が高い

品質の画一化
が困難

・コールドチェーン

・トレーサビリティ

・高い関税

鮮度維持のため
不可欠

・非関税障壁
（SPS協定etc）

実質的障壁
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「とかち太郎」を国内外へ輸出

品質管理 HACCP SQF認証

海外向けの輸出国内向けの出荷

湿度85％・３℃に徹底管理された冷蔵ト
レーラーで保管

共通点

手作業での二次検品手作業の必要なし相違点

人の手で一本ずつ検品することで、⾧期間の輸
送における品質低下のリスクを軽減

国内向けと海外向けの出荷、輸出の違い
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〈食文化への適応〉
例:アメリカ

薬
膳
文
化

ターゲット

在米中華系

規格:３～５L

輸出先国ご
との基準へ
の対応

注意点厳しさ
（相対）

基準の特徴国名

国内向け出荷と
は基準に差あり

中比較的高い基
準値が多い

日本

残留基準違反が
発生しやすい

高特定農薬で日
本より厳しい

台湾

成分ごとに注意
が必要

中～高品目別でばら
つきが大きい

アメリカ
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ディスカッション
JA帯広かわにし先行研究比較項目

「二次検品」を実施、人手
作業・費用負担という形で
のコスト増

自然条件に左右
品質の均一化が困難
鮮度維持等、コスト
増

品質管理・
生産

物流の課題は共通
課題が具体的に

コールドチェーンの
維持、通関手続きや
検査遅延

輸送・物流

価格よりも「食文化」や
「需要構造」が重要

価格が需給・天候・
為替などで変動
生産者の不安要因に

市場・価格

結論
JA帯広かわにし
→現場レベルの実務的課題を重視
 マクロ（国・制度）とミクロ（現場）の
課題をつなぐ分析が必要、地域の実践
（品質管理・輸送・規制対応）を政策に
生かす仕組みが必要

 残留農薬基準や検品体制の情報を全国で
共有・制度化することが重要

 構造的課題として工業製品のような「標
準化」が難しい
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ありがとうございました
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